
小牧市都市景観基本計画の概要について  

◆計画策定の背景  

 景観は、地域固有の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等が調和して

つくりだされる、総合的なもの（景観法（平成 16 年 6 月施行）第 2 条）とされ

ています。まちづくりを進める上で、機能性や合理性、物質的な豊かさの重視か

ら、安全性や快適性、そして、ゆとりややすらぎといった心の豊かさ、地域固有

の文化の尊重が求められるようになっており、こうしたことからも、都市景観の

果たす役割が重要になってきています。  

本市では、都市景観形成に関する基本的な目標と方向を明らかにするととも

に、市民・事業者と市が、より良い都市景観形成に向けて、それぞれの立場から

取り組むことができる指針を示すものとして、平成 13 年 4 月に「小牧市都市景

観条例」を施行するとともに、都市景観基本計画を策定（平成 27 年 3 月改定）

し、本市の都市景観形成に関する基本的な目標と方向を明らかにしています。ま

た、この基本計画に基づき、（都）小牧駅前線延伸道路沿いを都市景観形成重点

区域（「やすらぎみち」）として指定するなど各種の取り組みを進めています。  

  

◆都市景観に関わる主な課題  

【重点的に取り組むべき区域や事物】  

・小牧駅から小牧山を含む中心市街地（資源の活用・個性や賑わいの創出）  

・主要道路交差点周辺（玄関口にふさわしい景観の創出・阻害要素の改善）  

・東部丘陵（緑のエッジの保全・阻害要素の改善）  

・河川軸（水と緑のエッジ、パスの保全、活用、創造・阻害要素の改善）  

・歴史・文化財資源（景観の背景となる文化資源の活用）  

・田県神社前駅周辺（玄関口にふさわしい景観の創出）  

【身近な景観の形成についての課題】  

・身近な生活景観における良好な資源の保全と活用、阻害要素や不足要素の改善  

・市全体の景観の質の向上  

【取り組み体制面での課題】  

・多様な主体の参画を促すための、行政から市民等への具体的な働きかけ  

・ルールづくりに関する市民等の合意形成  

・身近な景観資源の顕在化（みえる化）  

・景観形成に関するさまざまな情報の共有  
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◆景観形成の基本理念  

 

 

 

 

◆都市景観基本計画の体系  

人と緑  かがやく創造のまち  

・小牧のシンボルである小牧山の景観を守り、活かす                  ・生き生きとした都市の顔となる景観をつくる  

・過去より受け継ぎ、未来へ継承すべき小牧の緑・歴史の景観を守り、活かす       ・親しみや緑豊かでやすらぎを感じる景観を守り、育てる  

小牧山の景観  

東部丘陵の景観  

中心市街地の景観  

住宅地・工業地

の身近な景観  

都市の軸の景観  

「市街地から見える小牧山」と「小牧山か

らの眺め」の二つの視点から、それぞれ良

好な景観の保全と活用を目指します。  

 

丘陵樹林地と田園景観を一体的に捉え、

本市における自然を代表とする景観資源

として保全し、また、それと調和した都

市的土地利用を目指します。  

 

 
多様な景観資源を活かし、徒歩や自転車

で楽しめる景観の保全やネットワーク化

することによって、「景観まちづくり」を

面的に推進し、生き生きとした都市の顔

づくりを目指します。  

 

 
住宅地においては、人々が快適に生活

し、地域に愛着を持てるよう身近な景観

を守り、地域住民が主体となって育てる

景観づくりを目指します。工業地におい

ては、周辺の住宅地景観や田園景観と調

和した景観づくりを目指します。  

 

道路軸、鉄道軸、河川軸について、それぞ

れにふさわしい景観形成を目指します。  

 

①市街地から小牧山への景観  

②小牧山近傍の景観  

③小牧山からの景観  

 

①稜線の景観  

②田園地域の景観  

③緑と調和した施設の景観  

 

①小牧駅と道路軸を活かした  

シンボル的景観  

②歴史的景観・生活景観  

③河川を軸とした景観  

 

①住宅地の景観  

②工業地の景観  

①道路軸の景観  

②鉄道軸の景観  

③河川軸の景観  

 

・主要な視点場から小牧山が見える眺望（ビスタライン）を確保する。  

・主要な視点場から見える小牧山直近の景観を保全・改善する。  

・小牧山直近でみる市街地の景観の質を保全・改善する。  

・小牧山から見下ろす市街地をはじめとする多彩な遠景眺望の質を確保する。  

 

・市街地等から見える東部丘陵の稜線（スカイライン）を保全する。  

・丘陵樹林地と一体的に田園景観を保全する。  

・建築物、工作物と丘陵の緑の調和を図る。  

・公共交通及び自動車による「小牧市の玄関口」にふさわしく小牧山の眺望を  

活かし、風格、賑わいと魅力のある街並みを形成する。  

・歴史的な町並みの風情を大切にする。  

・景観資源をめぐり歩き、風景を楽しむネットワークを形成する。  

・身近な景観に親しみややすらぎを感じることができるような住宅地の街並  

みを形成する。  

・周辺の住宅地、田園地域の景観と調和が図られるような工業地の街並みを  

形成する。  

・自動車による「小牧市の玄関口」にふさわしい顔づくりとして、風格、賑わ  

いと美しさのある沿道景観を形成する。  

・小牧駅以外の駅において、公共交通による「地域の玄関口」にふさわしく緑  

豊かでランドマーク性のある景観を形成する。  

・身近な景観として、鉄道沿線の景観、車窓から眺められる景観の改善を図る。 

・河川堤防や橋からみた自然景観、都市景観の質を確保する。  

・美しく、親しみやすい水辺空間を確保する。  


